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Ｐ 1

（事業目的）

本市では、人口の減少や少子高齢化の進行に伴い、公共交通が今後の移動需要にどのように対応していくかが課題となっています。そこで、本事業では、地域公共交通の活性化及び再生に関する法律に基づき、「高砂市地域公共交通計画」を策定

することにより、社会環境の変化に対応した持続可能な地域公共交通体系の構築を図りつつ、将来の公共交通の在り方や方向性を定めることを目的とします。

（地域公共交通計画とは）

●地域公共交通計画とは、活性化再生法第５条第１項に基づく法定計画で、「地域にふさわしい旅客運送サービスの姿」を明らかにする“地域公共交通のマスタープラン”としての役割を果たします。

●計画は、地方公共団体が中心となり、法定協議会で交通事業者や住民、地域の関係者と協議しながら作成するものです。令和２年１１月に施行された活性化再生法の改正において、基本的に全ての地方公共団体での計画の作成・実施を

「努力義務」として定められています。

●計画策定においては、「2024年問題」など公共交通を取り巻く環境を踏まえ、地域関係者の連携・協働＝「共創」を通じ、利便性・持続可能性・生産性の高い地域公共交通ネットワークへの「リ・デザイン（再構築） 」を進めていくことが重要です。

事業概要 事業スケジュール

項目
2024年度（令和6年度） 2025年度（令和7年度）

７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

1.地域公共交通活性化協議会（予定含む）

2.公共交通
をとりまく
現状と課題

交通関連データの収集・集計・整理

各種調査（対象：市民、バス利用者、
施設利用者、高校生）

公共交通をとりまく課題の抽出

3.地域公共交通計画（案）の作成

4.パブリックコメントの実施（30日以上）

5.地域公共交通計画の作成

■地域公共交通計画の策定に向けた流れ

会 会 会 会

現状整理・実態調査 課題・取組みの方向性 計画素案作成
素案完成

計画策定目標
R8.3

調査結果報告、
課題の設定等

素案の説明、
パブコメ案の説明

パブコメ結果、
計画書最終提示

市民アンケート
調査計画等の提示

会

方針の説明

関係部署との調整 運輸支局との調整
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Ｐ 2公共交通をとりまく現状と課題

●人口や高齢者率の推移、鉄道・路線バス・コミバス等の利用者数の経年変化など、公的統計調査のデータを整理

し、公共交通需要の発生場所や将来的な見通しを検討するためのデータを構築します。

●地域公共交通の実態を診断するため、市民の移動に係る輸送資源を網羅的に整理し、地域公共交通が抱える

課題や改善等の方向性検討の基礎資料とします。

調査項目 概要

バスの利用状況の把握 ○コミュニティバスのOD調査、及び利用者を対象としたアンケート調査

市民アンケート調査による

交通行動、ニーズの把握
○高校生以上の市民を対象とした交通行動アンケート調査

施設利用者の移動状況の把握 ○市内の施設利用者を対象としたアンケート調査

高校生の通学状況の把握 ○市内の高校生を対象としたアンケート調査

表 調査一覧

●住民の生活行動パターンや利用実態に基づく公共交通サービスの最適化と公共交通の利便性向上、潜在的

な需要の掘り起こしに向けて、だれ（地区・年齢・目的）が、どこ（居住地）から、どこ（目的地） に、いつ（時間

帯）移動しているか等に配慮して実施します。

項目 実施方法・内容等

調査内容
○提供サービスと生活行動・ニーズのズレ等を正確に検証するため、サービス水準や生活エ

リアが異なる地区単位に分けた特性を分析

調査方法 ○郵送によるアンケートの配布/回収（A3両面）

調査対象 ○高砂市に在住の方 2,000世帯（高校生以上）

回答期間 ○令和6年11月中旬～下旬 ※回答期間は2週間程度

表 調査の実施方針

●調査票は、住民の生活行動、公共交通の利用実態、現サービスの評価、今後の取組意向などを把握する
視点から、設問を設計します。

事務局

アンケート票作成

案内文
アンケート票

郵送
対象A

対象B

対象C

〈記入票〉
返信用封筒に入れ、
最寄りのポストへ投函

回収

●市民の生活行動やコミュニティバスの利用実態に基づき、将来にわたり利用され続けるためのサービス改善内容

の分析を行うため、各種調査を実施します。
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図 高砂市の人口推移・年齢構成
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Ｐ 3市民アンケート調査による交通行動・ニーズの把握のための調査票案



Ｐ 4市民アンケート調査による交通行動・ニーズの把握のための調査票案
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